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申請の概要 

医療や介護に関わる「医療介護総合確保推進法」では「急性期から在宅医療・介護までの一連のサービスを地域におい

て総合的に確保することで、地域における適切な医療・介護サービスの提供体制を実現し、住み慣れた地域での継続的な

生活を可能にすること」が目的とされている。サービスの充実に向けた基盤整備の柱の１つに医療・介護従事者の人材確

保が掲げられている。しかし、歯科医療サービスの提供体制においては歯科衛生士不足が大きな問題となっている。現在

の歯科医療は、治療よりもケア、全身にわたる疾病の予防そして健康維持・増進へと進化している。国民の多種多様なニ

ーズに対応するためには看護、介護、福祉、行政などで国民の健康維持・増進に係る多職種（医師、歯科医師、薬剤師、

看護師、保健師、言語聴覚士、栄養士、理学療法士、作業療法士等）と対等に連携をとりながら仕事のできる歯科衛生士

が必要とされている。そのような専門家として社会に貢献できる歯科衛生士を養成するために大阪歯科大学に４年制大学

が設立された。 



 

 

 

 

 

 

本研究では、「歯科衛生士」の国家試験受験資格を取得するために 3 年間の修行年限を基盤として入学してくる専門学

校生と、4 年間の修業年限を基盤とする大学入学者を対象として、アンケート調査を行い解析し、学習意欲の比較、検討

することによって、大学入学者に対する効果的な学修支援のあり方を検討する。本研究により大学入学者への学習意欲の

向上を含む効果的な学修支援ができるようになれば、すぐれた歯科衛生士を養成でき、国民への歯科医療サービスの充実

に貢献することができるものと期待される。 
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